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市議会だより 平成 25 年５月１日

会例定会議月３
平成25年第１回議会定例会が、２月28日から３月19日まで

の20日間の日程で開かれ、平成25年度当初予算を初め、市長

提出議案51件、議員提出議案２件が審議され、いずれも原案

のとおり可決されました。

一般質問では９名の議員が市政全般にわたって、市長の考

えをただしました。
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平成25年

３月（第１回）定例会日程

予算委員会現地調査　川平地区　土地利用一体型水防災事業
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３
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提
出
議
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案
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算
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］

・
功
労
者
の
選
定
に
つ
い

て
は
次
の
方
々
の
選
定

に
同
意
し
ま
し
た
。

佐
々
木
要
氏

平
野
達
雄
氏

水
船
弘
利
氏

横
田
秀
史
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潤
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。
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３
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提
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ら
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。
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提
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２
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続
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査
と
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り
ま
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た
。予算委員会現地調査　水の国

議会の動き・審議結果 ２



市議会だより平成 25 年５月１日

事業名 予　算　額 事　業　の　概　要

地 域 医 療 等

支 援 対 策 事 業
580万6千円

精神病床に対する補助や非常勤勤務医支援の増額分と、救急勤

務医支援の減額分を調整したもの。

都 市 公 園 事 業 △2,230万円
中央公園野球場スコアボード等の改修の事業費確定により減額

したもの。

住 環 境 整 備 事 業 3,060万円
国の補正に対応するもので、東高浜市街地整備事業に補正予算

債を充当するもの。

平成 24 年度
一般会計
補正予算

　　5,705 万 5 千円増 内容　国の補正予算に伴う事業と、各事業
の実績及び決算見込みを算定したもの。
地域医療等支援対策事業や都市公園事
業、また、住環境整備事業等について補正
をしたもの。

補正後の予算総額
　　　　146 億 5,719 万 9 千円

（参考）昨年度同月予算総額
　　　　　　　162 億 9,495 万 9 千円

□問　　市職員の時間外手当が増額補正されている理由は。

■答　時間外手当については、トータルとして前年度を下回る見通しだが、当初予算で厳しく見積もってい

たため、今回増額を計上した。

◆審査内容

～平成24年度３月補正予算決まる～

特別会計補正予算
水道事業会計除く

1 億 8,158 万 8 千円減
内容　決算見込みについて、所要の補正を
したもの。

補正後予算総額
　　　　53 億 9,614 万 9 千円

（参考）昨年度同月予算総額
　　　　　　　53 億 5,001 万 2 千円

～平成24年度３月補正の主要事業～

平成25年度１回目の議会報告会を開催することといたしました。
議員が市内４地区（中学校区）に分かれて、３月定例会の内容をお伝えしますので、多数のご
参加をよろしくお願いいたします。なお、日時会場等の詳細はこの議会だより最終ページに記
載しておりますのでご覧下さい。

江津市議会は、『市民に開かれた議会』をめざして、議会改革に

取り組んでいます。

議会報告会の開催決定！

３ 議会の動き・予算審議



市議会だより 平成 25 年５月１日

～平成25年度当初予算の主要事業～
事業名 予　算　額 事　業　の　概　要

地域コミュニティ

活 性 化 事 業
951万1千円

コミュニティ実践事業―地域活性化に係る経費補助
（交付団体：　黒松、浅利、跡市、松平）
コミュニティづくり事業―地域づくり推進経費補助
（交付団体 :　嘉久志、二宮、都治、有福温泉、敬川）

私立高等学校振興事業 4,400万円
学校法人江の川学園の財務状況が厳しいため、本市に与える経済
効果等を考慮した支援補助金。

高 校 支 援 対 策

補 助 事 業
459万2千円

支援対策補助金―市内県立高校の教育環境の向上、特色ある教育
等への支援を図る。
通学バス運行事業―公共交通機関の運行のない夕方の時間帯帰宅
用に１便。

統合保育所整備事業 3億2,090万6千円
施設の老朽化対策及び少子化に対応した保育所運営を進めるため
に「川戸保育所」と「市山保育所」を統合して新たな保育所を建設し、
公設民営方式で平成26年４月１日より開所する。

地 域 医 療 支 援

対 策 事 業
2億6,025万9千円

済生会江津総合病院等が行う医師・看護師等の確保対策及び離職
防止対策として行う各種事業に対し補助金を交付する。また、再
編計画など経営改善の取り組みに対し財政支援を行うことで地域医療
体制の維持・確保を図る。

企業立地推進事業 2,008万6千円 産業振興、雇用確保のため、通信費、家賃、工業用水等の補助金。

有 福 温 泉

総合観光開発事業
300万円

火災跡地について、駐車場やポケットパークなどの整備を行い、
観光客の利便性の向上と温泉街の再生を図り、観光客増につなげ
るための実施設計を行う。

通 学 路 整 備 事 業 4,415万円
平成24年度に実施した通学路点検結果に基づき、市道に関わる緊
急性の高い通学路整備を実施し、通学児童の登下校中の事故防止
を図る。事業対象箇所―浅利中央線

土 地 利 用 一 体 型

水 防 災 事 業
3,545万円

江の川の増水により、幾度となく冠水し被害を受けている川平地
区において、ＪＲ川平駅より上流区域の合意が得られたことから、
国交省と江津市が一体となって事業を行う。

中心市街地整備事業 9億4,416万9千円
公共公益複合施設、交流広場及び駐車場の整備並びに隣接した市
道御幸通線及び水源地通線を拡張整備し、駅前地区の活性化を図
る。用地買収・家屋移転補償及び市営駐車場の解体を行う。

小 学 校 施 設

耐 震 化 事 業
1億9,497万1千円

耐震二次診断の結果、補強の必要な建物と診断された学校につい
て、補強工事を行う。
事業対象箇所―高角小学校、江津東小学校各屋内運動場

平成 25 年度当初予算決まる

一般会計
147 億 5,100 万円

（参考）昨年度当初予算額
　　　　143 億 8,600 万円

特別会計
50 億 6,878 万 8 千円
（参考）昨年度当初予算額

　　　52 億 4,543 万 2 千円

□問　　地域コミュニティ活性化事業について、各地域から上がった計画は市のほうでカットしたり規制した

りすることはないのか。

■答　事業によってソフト部分の充実が望まれるものは遅らせたり、他の制度があるものはそちらを選択し

てもらうが、基本的には各地域から出た計画を尊重し、予算化する。

◆審査内容

４予算審議



市議会だより平成 25 年５月１日

討 論 内 容

う
」
方
針
の
も
と
、
必
要
か
つ
効
果

的
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
賛
成
。

☆
議
案
第
27
号

平
成
25
年
度
島
根
県
江
津
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

＝
反
対
討
論

多
田 

保
険
給
付
費
は
国
保
会
計
歳
出

約
30
億
円
の
２
／
３
を
占
め
る
が
、

が
ん
検
診
・
メ
タ
ボ
健
診
や
生
活
改

善
指
導
な
ど
で
こ
れ
を
抑
え
る
取
り

組
み
が
不
十
分
で
、
検
診
の
受
診
率

目
標
値
が
低
い
。
24
年
度
の
取
り
組

み
の
実
績
に
従
っ
て
の
も
の
だ
が
、

24
年
度
も
不
十
分
だ
っ
た
の
に
、
取

り
組
み
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
た
め

反
対
。

＝
賛
成
討
論

島
田 

医
療
費
の
伸
び
が
国
保
財
政
運

営
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
安
定

し
た
国
保
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、

保
険
事
業
の
推
進
や
医
療
費
の
適
正

化
を
進
め
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
び
提
案
さ
れ

た
予
算
で
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
、
重
複
多
受
診
等

の
医
療
費
の
適
正
化
や
保
険
事
業
の

更
な
る
促
進
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ

る
た
め
賛
成
。

☆
議
案
第
26
号

平
成
25
年
度
島
根
県
江
津
市
一
般

会
計
予
算
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

＝
反
対
討
論

多
田 

市
長
は
24
年
度
に
続
き
、
施
政

方
針
で
「
定
住
施
策
の
再
構
築
」
を

最
大
の
課
題
と
し
た
が
、
24
年
度
予

算
は
人
口
減
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
に
、
25
年
度
予
算
案
は
継
続
事
業

が
ほ
と
ん
ど
で
、
定
住
対
策
で
の
目

玉
も
な
い
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
は
明
確
な
展
望
を
示
せ
ず
、

非
正
規
保
育
士
な
ど
の
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
を
放
置
し
自
己
責
任
論
で

片
付
け
て
お
り
、
行
政
の
責
任
を
果

た
し
て
い
な
い
た
め
反
対
。

＝
賛
成
討
論

永
岡 

本
予
算
は
、
第
５
次
江
津
市
総

合
振
興
計
画
後
期
計
画
の
定
住
促
進

４
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
そ
っ
て
、

①
子
育
て
環
境
の
整
備

②
教
育
力
の
向
上

③
雇
用
の
場
の
確
保

な
ど
７
つ
の
主
要
テ
ー
マ
の
も
と
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
配
分
す
る

中
で
、
一
般
財
源
総
額
に
視
点
を
置

い
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
「
基
金
か
ら
の
繰
入
を
最
小
限
に

抑
え
、
一
般
財
源
総
額
の
バ
ラ
ン
ス

を
勘
案
し
つ
つ
、
事
業
費
調
整
を
行

□問　　　済生会江津総合病院の支援について、会長は県知事であるのに県からの支援が弱いように思えるが

いかがか。

■答　　県は、これまでも無利子貸し付けや高砂病院の介護老人福祉施設への転換など相当な支援や配慮を

している。市の支援の在り方については、過疎債が使える間は市の一般財源で手当てせず、今回は過

疎債が充当できるハード整備に着眼して、資金不足等が起こらないように支援していく。

□問　　　コミュニティビジネス創出支援事業について、総額５００万円の中でコンテストの運営費に２２６万

円も費やし、コンテスト賞金・活動費支援金１００万円は少ない。コンテストを運営する為だけの事業

になっていないか。

■答　　運営をする為だけのコンテストではない。確かに運営費は必要だが、受賞された方はコンテスト賞金・

活動費支援金１００万だけではなく、産業競争力支援事業による支援や県の財政支援制度があり、実際

に創業されると創業者支援資金等、水面下に色々な支援制度がある。

□問　　　石州瓦利用促進助成事業について、本市は住宅を新築、屋根の葺き替えを行う場合、赤瓦を使用す

ると支援制度があるが、赤瓦以外の色の瓦にも支援出来ないか。

■答　　当初は赤瓦以外も助成していたが、石見地方の特徴となっている石州赤瓦家並み保全、創出の為、

他の色の瓦は支援していない。

□問　　　放課後児童クラブでの児童の受け入れ状況は。

■答　　平成25年度の申し込み者数では、高角・桜江・津宮の児童クラブで定員オーバーとなるが、高角と

桜江は委託先の社会福祉協議会との協議で全員を受け入れることとなった。津宮も旧津宮幼稚園を改

修して、全員を受け入れる。現時点で待機児童はいない。

□問　　　担い手育成事業の内訳と新規就農者の状況は。

■答　　内訳は人・農地プラン作成経費の57万6千円と、そのプランで規定される新規就農者への支援の150

万円。新規就農者支援は国からの支出であり、５年間継続される。適用される就農者は桜江町田津と

今田で水稲やゴボウなどの有機栽培に取り組む。

５ 予算審議



市議会だより 平成 25 年５月１日

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

条
例
議
案
16
件
、
一
般
議

案
１
件
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

請
願
１
件
、
継
続
審
査
の

陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
採
択
、
不
採
択
と

な
っ
た
。

◆
江
津
市
移
動
等
円
滑
化

の
た
め
に
必
要
な
特
定
公

園
施
設
の
設
置
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◆
江
津
市
市
道
の
構
造
の

技
術
的
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
江
津
市
移
動
等
円
滑
化

の
た
め
に
必
要
な
道
路
の

構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
江
津
市
準
用
河
川
管
理

施
設
等
の
構
造
の
技
術
的

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◆
江
津
市
営
住
宅
等
の
整

備
基
準
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

審
査
内
容

総
務
文
教
委
員
会

委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
、
請
願
１
件
、
議
案
６

件
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
、
い
ず
れ
も
採
択
及
び

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

◆
個
人
保
証
の
原
則
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
（
請
願
）

＝
内
容
＝

保
証
契
約
に
お
け
る
個

人
保
証
が
、
保
証
人
の
経

済
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
原

則
と
し
て
個
人
保
証
を
廃

止
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

保
証
さ
れ
な
く
な
る

と
、
金
融
機
関
か
ら
の

「
貸
し
渋
り
」
が
起
こ
り
、

融
資
を
受
け
に
く
く
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。■答

　

「
原
則
と
し
て
廃
止
」

で
あ
り
、
経
営
者
保
証
に

つ
い
て
は
当
面
の
例
外
と

す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え

る
。（
紹
介
議
員
か
ら
の

答
弁
）

◆
江
津
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

国
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
江
津

市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
の
設
置
な

ど
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。

◆
江
津
市
防
災
会
議
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

国
の
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
と
も
な
い
、
地

域
防
災
計
画
に
お
け
る
防

災
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
構

成
員
や
学
識
経
験
者
を
追

加
し
、
定
員
を
30
人
か
ら

35
人
に
増
員
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

本
市
で
の
自
主
防
災

組
織
の
動
向
は
。

■答
　

現
在
、
自
主
防
災
組

織
が
12
地
区
、
自
主
防
災

会
が
14
組
織
で
立
ち
上
が

っ
て
い
る
。

◆
江
津
市
災
害
対
策
本
部

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

国
の
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
に
と
も
な
い
、
江

津
市
災
害
対
策
本
部
条
例

の
字
句
を
改
定
す
る
も
の
。

◆
江
津
市
特
別
会
計
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
特
別
会
計
は
、
平
成

10
年
以
降
で
は
新
た
な
貸

付
が
な
く
、
償
還
金
の
徴

収
と
起
債
の
償
還
事
務
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
24
年

度
で
償
還
が
す
べ
て
終
わ

る
た
め
、
特
別
会
計
そ
の

も
の
を
廃
止
す
る
も
の
。

◆
江
津
市
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

計
画
に
新
規
事
業
の
追

加
と
区
分
変
更
な
ど
過
疎

対
策
事
業
の
変
更
を
行
う

も
の
。

◆
公
の
施
設
に
か
か
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

＝
内
容
＝

平
成
25
年
３
月
31
日
で

指
定
期
間
が
満
了
と
な
る

江
津
中
央
公
園
・
道
の
駅

「
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
」
の

２
施
設
と
、
市
直
営
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行

す
る
江
津
市
定
住
促
進
住

宅
・
都
市
再
生
住
宅
の
２

施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
を
決
定
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

江
津
中
央
公
園
の
指

定
管
理
期
間
が
１
年
の
理

由
は
。

■答
　

現
在
、
球
場
を
改
修

中
で
、
平
成
25
年
度
は
公

園
施
設
長
寿
命
化
計
画
の

検
討
が
あ
る
こ
と
と
、
民

間
か
ら
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
あ

り
、
公
募
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
を
勘
案
し
て
１
年
と

し
た
。

建
設
厚
生
委
員
会

□問
　
　

定
住
促
進
住
宅
と
都

市
再
生
住
宅
の
管
理
に
つ

い
て
、
桜
江
地
区
住
民
の

窓
口
対
応
は
ど
う
な
る
の

か
。■答

　

基
本
的
に
は
、
指
定

管
理
者
と
な
る
県
の
住
宅

供
給
公
社
（
最
寄
の
窓
口

は
浜
田
市
）
で
の
対
応
だ

が
、
桜
江
支
所
ま
た
は
市

役
所
都
市
計
画
課
で
も
受

け
付
け
る
。

サンピコごうつ

常任委員会審査 ６
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＝
内
容
＝

こ
の
５
件
に
つ
い
て
は

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」の
施
行
に
伴
い
、

制
定
が
必
要
と
な
る
、
基

準
等
を
条
例
で
定
め
る
た

め
制
定
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

江
津
市
に
お
い
て
こ

の
基
準
に
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

■答
　

す
で
に
あ
る
基
準
で

合
っ
て
い
な
い
も
の
は
今

後
改
修
等
に
あ
わ
せ
て
基

準
に
適
合
さ
せ
て
い
く
。

罰
則
の
必
要
が
出
て
く

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
地
域

の
実
情
に
対
応
し
た
形
で

裁
量
権
に
基
づ
い
て
対
応

で
き
る
。

◆
江
津
市
都
市
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

都
市
公
園
の
配
置
及
び

規
模
に
関
す
る
技
術
的
基

準
に
つ
い
て
の
規
定
の
追

加
、
並
び
に
市
民
球
場
の

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修
に

伴
う
使
用
料
の
改
定
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

電
光
掲
示
の
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
に
つ
い
て
メ
ー
カ

ー
の
保
証
年
数
は
何
年

か
。
ま
た
保
証
年
数
を
過

ぎ
て
以
降
の
維
持
費
等
を

考
え
る
と
使
用
料
が
安
い

の
で
は
な
い
か
。

■答
　

保
証
年
数
は
２
年
。

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
様

に
使
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

何
に
も
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
し
っ
か
り
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
単
価
設

定
と
し
た
。
今
後
は
適
切

な
時
期
に
見
直
し
て
い
く
。

□問
　
　

具
体
的
な
見
直
し
の

※憲　法

第25条

すべての国民は健康的で

文化的な最低限度の生活を

営む権利を有する。

２　国はすべての生活部

面について、社会福祉、社

会保障及び公衆衛生の向上

及び増進に努めなければな

らない。

検
討
は
い
つ
に
な
る
の

か
。■答

　

合
併
特
例
債
の
５
年

間
の
延
長
に
合
わ
せ
、
26

年
度
に
お
い
て
新
市
建
設

計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
な
る
が
、
財
政
計
画

の
中
で
す
べ
て
の
使
用
料

に
つ
い
て
も
見
直
し
の
検

討
を
行
う
。

◆
江
津
市
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

＝
内
容
＝

東
部
簡
易
水
道
の
給
水

区
域
と
松
平
簡
易
水
道
の

給
水
区
域
が
一
体
と
な
る

こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

◆
江
津
市
有
料
駐
車
場
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

＝
内
容
＝

市
営
玉
江
駐
車
場
の
廃

止
に
伴
い
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　
　

現
在
月
ぎ
め
で
利
用

さ
れ
て
い
る
方
々
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。

■答
　

す
で
に
説
明
を
し
て
、

３
月
末
で
移
動
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
。
市
民
に
対
し
て
も
駅

横
の
駐
車
場
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
周
知
の
徹

底
を
図
る
。

●
請
　

願

◆
過
労
死
防
止
基
本
法
制

定
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

＝
反
対
討
論
＝

　

趣
旨
は
よ
く
わ
か
る
が
、

請
願
事
項
に
あ
る
「
過
労

死
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
」
は
※

憲
法
25
条
第

２
項
で
、
ま
た
事
業
主
の

責
務
は
労
働
基
準
法
で
明

確
化
さ
れ
て
お
り
、
罰
則

も
あ
る
。
法
整
備

に
つ
い
て
は
解
散

総
選
挙
で
中
断
し

た
も
の
の
、
着
実

に
進
ん
で
お
り
、

あ
え
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
に

は
疑
問
が
あ
る
。

＝
賛
成
討
論
＝

　

な
し

＝
結
果
＝

　

賛
成
多
数
に
よ

て
お
り
、
そ
の
動
向
を
見

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
。

＝
反
対
討
論
＝

働
く
も
の
と
生
活
保
護

受
給
者
と
の
逆
転
現
象
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
バ
ラ
ン
ス
は
し
っ

か
り
取
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
庫
負
担

が
３
兆
７
千
万
円
を
超
え

よ
う
と
し
て
い
る
が
、

昭
和
25
年
の
法
律
制
定
以

来
、
抜
本
的
な
改
正
が
行

わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現

在
の
情
勢
に
あ
っ
て
い
な

い
。

＝
賛
成
討
論
＝

　

な
し

＝
結
果
＝

　

賛
成
少
数
に
よ
り
、
不

採
択
。

り
採
択
。

●
陳
　

情

◆
生
活
保
護
基
準
の
引
き

下
げ
は
し
な
い
こ
と
な
ど

国
に
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

※
昨
年
の
12
月
議
会
で
付

託
さ
れ
た
が
、
当
時
、
国

に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ

新しくなったスコアボード

廃止した市営玉江駐車場

７ 常任委員会審査
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議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

多

田

伸

治

横

田

省

吾

藤

間

義

明

山

根

兼

三

郎

森

脇

悦

朗

島

田

修

二

茅

島
　
　

昇

石

橋

孝

義

盆

子

原

民

生

藤

田　

厚

土

井

正

人

田

中

直

文

山

本
　
　

誉

永

岡

静

馬

福

原

昭

平

河

野

正

行

議案第28号
平成25年度島根県江津市国民健康保険診療所
事業特別会計予算を定めることについて

3月19日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

議案第29号
平成25年度島根県江津市後期高齢者医療事業
特別会計予算を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号
平成25年度島根県江津市公共下水道事業特別
会計予算を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 平成25年度島根県江津市簡易水道事業特別会
計予算を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 平成25年度島根県江津市農業集落排水事業特別会
計予算を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 平成25年度島根県江津市水道事業会計予算を
定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 平成24年度島根県江津市一般会計補正予算
（第６号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 平成24年度島根県江津市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 平成24年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特
別会計補正予算（第１号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 平成 24 年度島根県江津市後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第２号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号
平成 24 年度島根県江津市住宅新築資金等貸付事業
特別会計補正予算（第１号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 平成 24 年度島根県江津市公共下水道事業特別会計
補正予算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 平成 24 年度島根県江津市簡易水道事業特別会
計補正予算（第４号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 平成 24 年度島根県江津市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第４号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 平成 24 年度島根県江津市公共用地先行取得等事業特
別会計補正予算（第１号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 平成24年度島根県江津市水道事業会計補正予
算（第３号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 市長等の給与の特例に関する条例の制定につ
いて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 教育長の給与の特例に関する条例の制定につ
いて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 職員の給与の特例に関する条例の制定につい
て

〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例の一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制
定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 平成24年度島根県江津市一般会計補正予算
（第７号）を定めることについて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第2号 公平委員会委員の選任について 〃 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第3号 功労者の選定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第1号 専決処分報告について（3/4専決第1号） 〃 ―

請願第1号 過労死防止基本法制定に関する意見書の提出
について

〃 採択 ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

請願第3号 個人保証の原則廃止を求める意見書の提出に
ついて

〃 〃 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情第5号 生活保護の引き下げはしないことなどを国に
求める意見書の提出について

〃 不採択 ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ●

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

議案等の議決結果 ８
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議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　　名 議決結果

多

田

伸

治

横

田

省

吾

藤

間

義

明

山

根

兼

三

郎

森

脇

悦

朗

島

田

修

二

茅

島
　
　

昇

石

橋

孝

義

盆

子

原

民

生

藤

田　

厚

土

井

正

人

田

中

直

文

山

本
　
　

誉

永

岡

静

馬

福

原

昭

平

河

野

正

行

同意第1号 功労者の選定について 2月28日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

議案第1号
江津市議会委員会条例の一部を改正する条例
制定について

〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第2号
江津市議会議員の議員報酬等に関する条例の
一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第3号 江津市新型インフルエンザ等対策本部条例の
制定について

3月19日 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第4号 江津市移動等円滑化のために必要な特定公園施設
の設置に関する基準を定める条例の制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第5号 江津市市道の構造の技術的基準等を定める条
例の制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第6号 江津市移動等円滑化のために必要な道路の構
造に関する基準を定める条例の制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第7号 江津市準用河川管理施設等の構造の技術的基
準を定める条例の制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第8号 江津市営住宅等の整備基準に関する条例の制定
について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第9号 江津市防災会議条例の一部を改正する条例制
定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号
江津市災害対策本部条例の一部を改正する条
例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 江津市特別会計条例の一部を改正する条例制
定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号 江津市手数料条例の一部を改正する条例制定
について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号 江津市福祉事務所設置条例等の一部を改正す
る条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 江津市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号 江津市都市公園条例の一部を改正する条例制
定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 江津市公共下水道条例の一部を改正する条例
制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 江津市都市下水路条例の一部を改正する条例
制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 江津市営住宅管理条例の一部を改正する条例
制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 江津市定住促進集落活性化住宅の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第21号 江津市水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 江津市有料駐車場条例を廃止する条例制定に
ついて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 江津市過疎地域自立促進計画を変更すること
について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 公の施設に係る指定管理者の指定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 建設工事委託に係る協定の変更協定の締結に
ついて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 平成25年度島根県江津市一般会計予算を定め
ることについて

〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 平成25年度島根県江津市国民健康保険事業特
別会計予算を定めることについて

〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

９ 議案等の議決結果
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請願第３号
個人保証の原則廃止を求める意見書の提出について

反対討論
山根　経営者保証の棚上げ、貸付が抑制的になるなど、
委員会の審査ではその細部にわたる資料や法的中身の
検討には及ぶことができず、また法改正後の影響につ
いても検証もかなわず、議会として責任ある結論に至
ることは難しいと考える。

多田　昨年の自殺者２万7858人のうち、5219人の自殺
理由が「経済・生活」で、不況に苦しむ中小業者の自殺
も全国で相次いでいる。その原因に、経営に失敗すれば
経営者自身だけでなく保証人に重大な悪影響を及ぼす、
個人保証制度がある。欧米では、数十年前に金融機関の
個人保証制度は廃止されている。国民の生命を守るため
にも、個人保証制度を廃止すべき。
藤間　保証制度の改革は喫緊の課題である。とりわけ個
人保証制度は、破産等の主原因となっており、保証人の
親族にも破壊的な影響を及ぼしている。年間３万人超の
自殺者のうち、個人保証を起因としたと思われる方が含
まれている。このような深刻な被害と社会的損失を発生
させている個人保証制度は、原則として廃止すべき。

賛成討論

請願第１号
過労死防止基本法制定に関する意見書の提出について

反対討論
山根　請願者は過労が自殺の原因としているが、資料
からは精神障がいに起因するものともみうけられ原因
への考察が不十分である。法律案について、現行法と
の関連や責任の所在など疑問があり立法化するには理
由が乏しく、必要であるという結論にはならない。

多田　毎年、労災で過労死と認められたものだけでも
約200人が亡くなっている。原因は労働者を酷使して
利益を追求する労働環境にあり、労働基準法や労働基
準監督署が有効に機能していないことからも、法整備
が必要。自公政権が法整備を進めようとしているなら、
本議会として後押ししていくためにも請願に賛成。
横田　過労死は拡大しており、残された多くの家族や
雇用者にとって大きな損失である。しかし、個人や家
族、個別企業の努力だけでは過労死の改善を図ること
は容易なことではない。国が法律を定めて対策を強力
に推し進めてゆく必要があり一日も早い制定を要望し
賛成。

賛成討論

議案第 46 号
職員の給与の特例に関する条例の制定について

反対討論
多田　デフレ不況脱却には、賃金引き上げが必要で、
安倍首相も認めるところであるのに、１億５千万円も
職員給与を下げれば、消費が失われ市内経済が縮小す
る。昨年、総合振興計画で人口増の目標を自ら掲げな
がら、財政難の理由付けに将来の人口減を挙げており
支離滅裂。また、職員給与減額を対価に、市民への使
用料・利用料を値上げしようとしていることもあり反
対。

藤田　本市の財政見通しは極めて厳しいものと、職員
労働組合も実情を理解し、削減提案に対し将来を見据
え受け入れたとされたことであり一日も早い財務体質
の改善が必要であり、そのことが市民サービスの向上
につながるため賛成。

賛成討論

陳情第５号
生活保護基準の引き下げはしないことなど国に求める意見書の提出について

反対討論
田中　生活保護制度は、税金を財源とし、社会の連帯
で助け合う仕組みであり、その基準は適切に設定する
必要がある。不正受給などが報道される中、厚生労働
省では、基準決定の一方で職業訓練や就業体験など自
立に向けた支援強化や働ける方、働くことが困難な方、
受給者それぞれに配慮した仕組みづくりも検討してい
ることから現時点での意見書提出について反対。

多田　生活保護基準が引き下げられれば、受給世帯の
96％が影響を受け、最大で10％保護費が下がり、憲
法25条が保障する「健康で文化的な最低限度の生活」
が果たせない。「最低賃金や年金より生活保護の基準
が高い」のが問題なら、生活保護を下げるのではなく、
最低賃金や年金を上げるべきで、地方自治体として国
へそれらの負担や制度の確立を求めるべき。

賛成討論

10本会議討論
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□問
　
　

公
民
館
を
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
変

え
る
と
し
て
い
る
が
、
公

民
館
活
動
は
別
会
計
に
し
、

行
政
や
住
民
が
確
認
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

■答
　

地
域
で
の
教
育
・
文

化
活
動
が
な
く
な
ら
な
い

よ
う
、
何
ら
か
の
報
告
を

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る

と
考
え
る
。

□問
　
　

実
践
事
業
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「
住
民
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総
意
」
で
進
め
る
は
ず

が
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組
織
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立
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っ
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や
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よ
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る
の
か
。

■答
　

ど
の
地
域
の
こ
と
か

想
像
は
つ
く
が
、
担
当
職
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指
導
に
あ
た
る
。
試

行
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誤
し
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が
ら
で
も
取

り
組
む
。

□問
　
　

先
進
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で
あ
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雲
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視
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し
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市
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地
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マ
ネ
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ジ
ャ
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地
域
を
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え
る
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員
配
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が
必
要
で
は
な
い
か
。

■答
　

地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
地
域
で
対
応
し
て
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た
だ
く
。
地
域
を
挙
げ
て
取

り
組
み
つ
つ
、
市
職
員
に

よ
る
支
援
を
模
索
す
る
。

さ
ら
な
る
人
員
配
置
が
必

要
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
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。

■答
　

平
成
29
年
度
ま
で
に

組
織
の
立
ち
上
げ
が
で
き

る
よ
う
、
職
員
を
配
置
し

て
推
進
す
る
。

□問
　
　

説
明
会
で
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
は
で
き

な
い
事
業
を
誰
が
や
る
の

か
」
の
問
い
に
、「
管
理
責

任
を
負
う
行
政
が
行
う
」

と
答
え
た
が
、
確
か
か
。

■答
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
で
で
き
な
い
場
合
は
、

県
や
市
な
ど
の
管
理
者
が

対
応
す
る
。

地域コミュニティで
できない事業は

市長／行政が対応する

自
治
組
織

観光施策

江
津
ブ
ラ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｒ
を

市
長
／
効
果
的
に
情
報
発
信

多田伸治

山根兼三郎

□問
　
　

田
中
市
長
は
石
見
神

楽
広
域
連
合
協
議
会
会
長

に
就
任
さ
れ
た
。
こ
れ
か

ら
の
振
興
策
は
。

■答
　

観
光
は
定
住
も
含
め

交
流
人
口
拡
大
と
大
変
重

要
な
産
業
。
石
見
神
楽
を

観
光
産
業
と
し
て
融
合
す

る
取
り
組
み
を
行
う
た
め
、

協
議
会
で
は
保
存
継
承
の

担
い
手
の
育
成
、
常
設
神

楽
殿
の
整
備
等
を
し
て
い

く
。□問

　
　

後
期
総
合
振
興
計
画

の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
推
進
に
あ

る
、
双
方
向
に
よ
る
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
提
供
と

は
。■答

　

県
が
運
用
し
て
い
る

「
※

い
い
に
ゃ
び
し
ま
ね
」

に
市
の
情
報
を
詳
細
に
掲

載
し
て
い
る
。
ま
た
３
月

か
ら
県
内
８
市
で
初
め
て

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ

ー
ジ
の
運
用
を
開
始
し

た
。□問

　
　

市
の
ブ
ラ
ン
ド
を
発

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

※いいにゃびしまね

端末のGPS機能で周囲

の観光地、公的機関、店舗、

イベント情報を検索し地

図上に表示できるアプリ

信
し
て
い
く
た
め

に
も
、
光
ケ
ー
ブ

ル
や
公
衆
無
線
環

境
な
ど
の
情
報
網

の
整
備
が
必
要
で

は
。■答

　

市
単
独
で
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

敷
設
は
困
難
。
市

東
部
へ
の
敷
設
は

粘
り
強
く
民
間
業

者
と
交
渉
を
進
め

る
。
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市議会だより 平成 25 年５月１日

駅前再生

複
合
施
設
に
図
書
館
を

市
長
／
図
書
館
は
含
ま
な
い

島田修二

消防団定数是正

市長／検討を進める

危
機
管
理

横田省吾

□問
　
　

駅
前
公
共
公
益
複
合

施
設
に
対
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
と
市

民
の
要
望
、
そ
し
て
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
上
の
問
題
点
は
。

■答
　

広
く
市
民
の
意
見
を

集
約
し
意
向
を
把
握
す
る

た
め
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
結
果
、
現
計
画
の

公
共
公
益
複
合
施
設
の
利

用
意
向
は
全
般
的
に
低

く
、
施
設
に
対
す
る
期
待

は
薄
い
。
も
っ
と
利
用
し

た
く
な
る
よ
う
な
施
設
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
基
本
計
画
策
定

委
員
会
で
は
、
公
共
公
益

複
合
施
設
の
機
能
に
つ

い
て
議
論
が
集
中
し
て

お
り
、
ま
と
め
の
段
階
ま

で
行
か
な
い
状
況
。

□問
　
　

江
津
市
図
書
館
・
歴

史
民
俗
資
料
館
の
建
設
時

期
の
決
定
と
、
建
設
場
所

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

の
見
解
は
。

■答
　

基
本
計
画
で
は
、
平

成
26
・
27
年
度
で
建
設
工

事
を
実
施
す
る
予
定
と

し
て
い
た
が
、
小
学
校
の

第
２
次
学
校
再
編
計
画

に
よ
る
学
校
建
設
を
優

先
し
、
中
期
財
政
推
計
で

は
、
学
校
建
設
後
に
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
財
源
が
伴
う
こ
と
か

ら
、
市
長
部
局
で
判
断
す

る
。
建
設
場
所
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
、
総
合
的
に
判
断
し
た

と
こ
ろ
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
ゾ
ー
ン
の
市
民
セ

ン
タ
ー
周
辺
が
、
最
も
ふ

□問
　
　

本
市
消
防
団
の
定
数

は
昭
和
35
年
か
ら
50
年
間

変
更
が
な
い
が
、
人
口
は

１
万
５
千
人
も
減
少
し
て

い
る
。
定
数
是
正
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

■答
　

人
口
は
減
っ
て
も
担

当
面
積
は
変
わ
ら
な
い
。

さ
わ
し
い
場
所
と
考
え
て

い
る
。

□問
　
　

本
市
で
最
も
重
要
な

課
題
で
あ
る
中
心
市
街
地

活
性
化
・
駅
前
再
生
の
早

期
実
現
の
た
め
、
市
民
の

要
望
が
極
め
て
高
く
、
必

要
性
も
高
い
図
書
館
を
公

共
公
益
複
合
施
設
に
融
合

し
て
は
。

■答
　

公
共
公
益
複
合
施
設

に
図
書
館
を
入
れ
る
の

か
、
入
れ
な
い
の
か
様
々

な
考
え
が
あ
る
こ
と
は
充

分
承
知
し
て
い
る
が
、
公

共
公
益
複
合
施
設
に
は
図

書
館
は
含
め
な
い
。
図
書

館
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
財
政

改
革
を
進
め
る
中
で
、
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン

の
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
、
平
成
30
年
代
前
半
に

建
設
す
る
。

過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ
り

消
防
団
へ
の
期
待
は
高

く
、
慎
重
に
対
応
し
て
き

た
た
め
。

□問
　
　

団
員
１
名
で
何
人
の

市
民
を
見
て
い
る
か
と
い

う
と
、
本
市
は
38
名
、
浜

田
市
58
名
、益
田
市
60
名
、

雲
南
市
28
名
、
本
市
は
下

か
ら
２
番
目
で
松
江
市
92

名
と
比
べ
２
倍
の
団
員
数

で
あ
り
、
本
市
の
定
数
は

多
い
。
定
数
の
削
減
が
必

要
で
は
な
い
か
。

■答
　

分
団
再
編
等
、
組
織

全
体
に
つ
い
て
、
見
直
し

て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
が
東

日
本
大
震
災
以
後
、
大
き

な
機
動
力
を
持
つ
消
防
団

へ
の
期
待
は
高
く
、
多
様

な
観
点
か
ら
考
え
る
必
要

が
あ
る
。消
防
委
員
会
や
、

消
防
団
自
体
に
お
い
て
、

ど
の
程
度
の
員
数
が
適
当

で
あ
る
の
か
検
討
を
進
め

て
ゆ
く
。

□問
　
　

市
職
員
の
消
防
団
へ

の
加
入
に
つ
い
て
の
考
え

は
。■答

　

職
員
の
在
住
地
域
と

不
足
す
る
分
団
と
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
あ
り
分
団
と
相

談
し
な
が
ら
進
め
る
。

【
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
】

□問
　
　

昨
年
、
東
京
の
小
学

校
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。本
市
の
対
応
は
。

■答
　

全
児
童
生
徒
に
対
し

て
ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
対
応
食
希

望
は
28
名
、
給
食
セ
ン
タ

ー
で
は
３
名
の
職
員
で
チ

ェ
ッ
ク
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。□問

　
　

特
効
薬
エ
ピ
ペ
ン
が

平
成
23
年
よ
り
保
険
適
用

と
な
り
保
険
適
用
す
れ
ば

３
千
円
程
度
と
安
く
な
っ

て
い
る
。
本
人
に
持
た
す

よ
う
指
導
す
る
考
え
は
。

■答
　

現
在
、
保
護
者
か
ら

そ
う
し
た
要
望
は
受
け
て

い
な
い
。

平成25年出初式

駅前で行われたてつなぎ市
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藤田　厚

治水事業

河
川
整
備
計
画
は

市
長
／
説
明
会
開
催
予
定

□問
　
　

川
越
地
区
の
下
流
部

分
の
締
切
と
田
津
谷
川
で

の
計
画
は
。

■答
　

近
く
国
交
省
か
ら
計

画
が
提
案
さ
れ
、
説
明
会

が
開
催
予
定
。

□問
　
　

上
大
貫
の
工
事
と
宮

の
谷
川
ま
で
の
計
画
は
。

■答
　

24
年
度
工
事
は
発
注

済
み
で
梅
雨
ま
で
に
行
う

予
定
。
宮
の
谷
川
ま
で
は

近
く
説
明
会
を
開
催
予

定
。□問

　
　

田
津
・
下
大
貫
の
計

画
は
。

■答
　

田
津
地
区
は
近
く
現

地
調
査
の
説
明
会
を
開
催

予
定
。

□問
　
　

江
の
川
河
川
整
備
計

画
は
。

■答
　

20
～
30
年
間
の
河
川

整
備
計
画
を
明
記
し
、
事

業
実
施
時
期
を
鑑
み
な
が

ら
地
元
説
明
会
を
実
施
す

る
と
し
て
い
る
。

□問
　
　

八
戸
川
の
計
画
は
。

■答
　

河
川
整
備
計
画
の
策

定
を
県
に
働
き
か
け
る
。

□問
　
　

都
治
川
の
事
業
は
。

■答
　

波
積
ダ
ム
案
が
最
適

で
あ
る
と
国
交
省

へ
検
討
結
果
の
報

告
を
行
っ
た
。

□問
　
　

水
害
時
、
浸

水
が
想
定
で
き
る

避
難
所
は
。
浸
水

時
の
対
応
と
連
絡

は
。■答

　

21
施
設
で
桜

江
分
は
12
施
設
。

安
全
な
民
家
等
に

協
力
も
お
願
い
す

る
。
ま
た
、
防
災

無
線
や
メ
ー
ル
を

活
用
し
、
救
助
の
視
点
で

本
年
度
７
艘
の
救
助
艇
増

設
・
配
備
予
定
。

【
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
】

□問
　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

航
実
績
と
問
題
点
・
課
題

は
。
ま
た
、
桜
江
地
区
に

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を
。

■答
　

県
の
出
動
件
数
は

１
８
６
件
で
現
場
救
急
73

件
。
江
津
管
内
は
12
件
。

こ
の
う
ち
桜
江
地
区
で
は

５
件
で
す
。
問
題
や
課
題

は
な
い
。
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
は
防
災
ヘ
リ
ポ
ー

ト
の
整
備
と
の
関
連
も
あ

り
検
討
す
る
。

森脇悦朗

地域課題

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

　
　
　
　
　
　

解
決
を

市
長
／
支
援
し
て
い
き
た
い

□問
　
　

地
域
課
題
で
あ
る
水

道
未
普
及
解
消
に
つ
い

て
、
計
画
の
見
通
し
は
。

■答
　

現
在
の
施
設
整
備
計

画
は
、
平
成
27
年
度
で
終

了
す
る
。
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
整
備
手
法
、
財
源
の
有

利
な
事
業
化
等
に
つ
い
て

検
討
は
す
る
が
、
安
定
経

営
の
観
点
か
ら
当
分
の
間

新
た
な
施
設
整
備
は
、
極

め
て
困
難
な
状
況
で
あ

る
。□問

　
　

飲
料
水
確
保
に
つ
い

て
、
課
題
認
識
は
。
確
保

対
策
事
業
の
拡
充
を
。

■答
　

使
用
水
源
の
飲
料
水

と
し
て
の
水
質
確
保
、
渇

水
期
の
安
定
し
た
水
量
確

保
、
そ
し
て
過
疎
化
や
高

齢
化
に
よ
る
水
源
の
維
持

管
理
負
担
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
期
間
の
延
長
と

上
限
額
の
引
き
上
げ
を
検

討
し
た
い
。

□問
　
　

生
活
交
通
手
段
確
保

の
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
に
よ
る
輸
送
シ

ス
テ
ム
が
で
き
な
い
か
見

解
は
。

■答
　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
が
主

体
で
地
域
実
情

に
適
し
た
生
活

交
通
の
構
築

は
、
ま
さ
に
自

助
・
共
助
の
姿
。

他
の
自
治
体
で

は
、
道
路
運
送

法
に
制
約
さ
れ

な
い
範
囲
の
非

営
利
活
動
と
し

て
の
輸
送
実
例

が
あ
る
。
組
織
と
市
の
協

働
に
よ
り
、
住
民
の
利
便

性
向
上
を
目
指
し
た
い
。

□問
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
に
よ
る
地
域
課
題
解

決
策
実
施
に
つ
い
て
本
市

の
見
解
は
。

■答
　

飲
料
水
確
保
に
つ
い

て
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
実
践
事
業
と
は
別

に
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

他
の
課
題
解
決
に
つ
い
て

は
ど
う
い
っ
た
支
援
が
で

き
る
か
検
討
す
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
地
域
で
一
生

懸
命
汗
を
流
し
て
地
域
を

守
る
取
り
組
み
に
対
し
て

は
支
援
し
て
い
き
た
い
。地域コミュニティ講演会（跡市地区）

工事中の上大貫第２堤防
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盆子原民生

大気汚染

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
測
定
器

　
　
　
　
　
　

設
置
を

市
長
／
早
急
に
対
応

□問
　
　

大
気
汚
染
に
含
ま
れ

る
Ｐ
М
２
・
５
は
、
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
各

地
で
濃
度
上
昇
が
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
測
定
器
の

設
置
と
迅
速
な
測
定
結
果

の
公
表
を
。

■答
　

健
康
面
に
お
い
て
非

常
に
問
題
が
あ
り
、
行
動

指
針
も
発
表
さ
れ
、
県
・

環
境
省
と
リ
ン
ク
し
測
定

結
果
を
江
津
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
３
月
１
日
よ
り

公
表
し
て
い
る
。
濃
度
測

定
器
設
置
に
つ
い
て
は
、

県
の
関
係
機
関
へ
要
請

し
、
迅
速
に
結
果
報
告
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
３
月
14
日
江
津
市
に
設

置
の
発
表
あ
り
）

【
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
】

□問
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
開
発
が
待
た
れ
る
昨

今
、
太
陽
光
・
小
水
力
・

地
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
等
、

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

の
考
え
は
。

■答
　

具
体
的
に
言
え
ば
太

陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が

２
カ
所
、
県
の
企
業
局
が

１
カ
所
計
画
中
。
市
に
お

い
て
も
取
り
組
み
を
計
画

中
。
地
熱
発
電
に
つ
い
て

テ
ィ
の
考
え
は
。

■答
　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

進
め
て
い
く
前
提
条
件

は
、
民
間
事
業
者
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
意

識
を
高
め
る
事
に
あ
る
。

様
々
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
あ
り
、
本
市
は
各
方
面

と
の
連
携
を
図
り
、
実
行

委
員
会
な
ど
の
立
ち
上
げ

に
結
び
付
け
た
い
。

□問
　
　

地
上
に
太
陽
を
創
り

出
し
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
を
目
指
す
核
融
合
発

電
に
つ
い
て
、
将
来
的
な

考
え
は
。

■答
　

核
融
合
施
設
等
の
誘

致
は
、
市
民
の
皆
様
の
理

解
を
得
た
上
で
取
り
組
み

た
い
。
ま
た
、
研
究
所
と

の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
は

重
要
と
考
え
て
い
る
。

石橋孝義

経営管理

公
共
施
設
有
効
活
用
を

市
長
／
し
っ
か
り
取
り
組
む

□問
　
　

公
共
施
設
に
つ
い

て
、先
立
つ
財
源
を
考
え
、

量
的
不
足
の
対
応
を
「
造

る
時
代
」
か
ら
「
使
い
こ

な
す
時
代
」
へ
移
行
す
る

事
が
大
切
。
保
有
資
産
の

利
用
に
つ
い
て
う
か
が

う
。■答

　

施
設
の
運
営
管
理
方

法
を
従
来
通
り
固
定
化
す

る
と
、
行
政
コ
ス
ト
を
無

駄
に
浪
費
し
、
市
財
政
の

余
力
は
低
下
し
続
け
る
。

保
有
す
る
公
共
施
設
を
詳

細
に
把
握
し
、
新
し
い
も

の
を
造
る
発
想
か
ら
、
再

利
用･

機
能
転
換･
複
合
化

と
い
う
発
想
へ
転
換
す
る

必
要
が
あ
る
。

□問
　
　

公
共
施
設
の
再
配

置
・
最
適
化
を
市
民
・
地

域
と
の
合
意
形
成
を
図

り
、
最
終
的
な
施
設
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
方
向
性

を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

■答
　

個
々
の
施
設
の
評
価

･

分
析
を
し
、
方
向
性
を

定
め
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
本
市
と
し
て
、
目

的
や
目
標
を
明
確
化
し
、

そ
の
上
で
住
民
の
皆
様
に

理
解
を
求
め
た
い
。
施
設

の
様
々
な
情
報
を
掲
載
し

た
公
共
施
設
白
書
に
よ

っ
て
可
視
化
し
て
い
き
た

い
。

は
経
産
省
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
可
能

性
を
調
査
す
る
。
森

林
資
源
を
活
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

も
誘
致
す
る
事
業
計

画
を
進
め
て
い
く
。

□問
　
　

脱
炭
素
社
会
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

目
指
す
ス
マ
ー
ト
シ

川越地区体育館

一般質問 14
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山本　誉

医療対策

診
療
体
制
の
見
直
し
を

市
長
／
広
い
視
野
で
判
断

□問
　
　

医
師
の
高
齢
化
や
済

生
会
江
津
総
合
病
院
の
小

児
科
医
の
退
職
で
、
４
月

か
ら
の
診
療
体
制
に
不
安

が
あ
る
。
今
の
状
態
が
維

持
で
き
る
の
か
、
市
民
へ

の
周
知
を
。

■答
　

済
生
会
に
限
ら
ず
、

県
西
部
圏
域
で
は
医
師
の

退
職
で
地
域
医
療
は
切
迫

し
て
お
り
、
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
。
医
療
提
供
体

制
確
保
の
見
通
し
は
極
め

て
厳
し
い
。
保
育
所
・
小

学
校
の
保
護
者
会
な
ど
を

対
象
と
し
た
場
に
出
か
け
、

地
域
医
療
を
守
り
支
え
る

取
り
組
み
を
、
市
民
と
一

緒
に
な
っ
て
や
っ
て
行
く
。

□問
　
　

小
児
医
療
・
周
産
期

医
療
の
見
通
し
は
。
夜
間

に
は
浜
田
や
大
田
、
場
合

よ
っ
て
は
出
雲
、
益
田
で

の
受
診
と
な
る
。
関
係
機

関
と
の
協
議
や
調
整
を
。

■答
　

小
児
科
の
外
来
や
緊

急
対
応
に
つ
い
て
は
非
常

勤
医
師
を
確
保
し
、
勤
務

時
間
中
は
対
応
が

可
能
だ
が
、
休
日

夜
間
の
対
応
に
つ

い
て
は
入
院
の
受

付
も
含
め
困
難
。

こ
の
た
め
、江
津
・

浜
田
の
医
師
会
は

も
と
よ
り
、
近
隣

の
病
院
に
本
市
の

患
者
が
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
つ
い

て
協
力
の
要
請
を

し
て
い
る
。

□問
　
　

済
生
会
の
現

在
の
診
療
水
準
の

維
持
は
医
師
や
看

護
師
へ
の
負
担
と
な
り
、

「
倒
れ
る
か
、
辞
め
る
か
」

と
な
る
。
診
療
科
や
ベ
ッ

ド
数
の
削
減
提
案
を
。

■答
　

診
療
科
の
存
続
は
、

市
民
に
と
っ
て
最
低
限
必

要
な
地
域
医
療
を
守
る
観

点
か
ら
、
２
次
救
急
医
療

体
制
を
維
持
す
る
上
で
９

診
療
科
は
必
要
。
経
営
の

視
点
か
ら
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
ベ
ッ
ド
数
の
削

減
は
病
院
経
営
の
悪
化
や

医
療
難
民
を
出
す
こ
と
に

つ
な
が
る
。
広
い
視
野
で

の
判
断
が
必
要
。

議会改革特別委員会研修会に参加

　平成25年２月14・15日に議会改革特別委員会
委員（6名）が福岡市で開催された議会改革集中
講座に参加しました。

講　師：廣瀬　和彦氏
　　　　　（全国市議会議長会法制参事）
内　容：政務調査費の使途基準の在り方
　　　　議会基本条例の意義と役割について

　全国の市議会の状況を把握している廣瀬先生
から課題とその解決方法について、各市議会の
具体的事例を交えながら講義を受けました。参
加者も全国各地から市議会議員が集まっていま
したので、質問等を通じ他市の状況を知る研修
となりました。

江津市議会議員研修会を開催

江津市議会は、
議員として必要
な実務に関する
研修又は議会全
体で解決しなけ
ればならない課
題解決に必要な
専門的な研修を全議員対象に行っています。
平成24年度は、講師に野村　稔氏（元全国都
道府県議長会議事調査部長）をお招きし、「地方
議会の活性化と議会報告会の進め方」と題して
講演をいただきました。
国政が激動しているなかにあっての地方議会
議員の役割や活動方法、また、執行部の考えを
市民の皆様に伝えるだけの議会報告会とならな
いようにすべきであるなど、今後の江津市議会
の在り方について各議員参考となる研修会とな
りました。

各委員の研修報告は、
江津市ホームページに
掲載しています。

地域医療を支えるドクターヘリ

平成 25 年

２月６日
平成25年

２月14

・15日

一般質問・研修報告15



編
集
・
発
行
責
任
者　
　
　

議
会
広
報
・

情
報
公
開
対
策
特
別
委
員
会

編　

集　

後　

記

４
月
初
め
海
辺
に
近
い
我
が

家
近
く
の
木
立
か
ら
、
美
し
い
音

色
の
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
年
が
変

わ
る
ご
と
春
先
に
き
れ
い
な
小

鳥
に
出
く
わ
す
機
会
が
多
く
な

っ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
「
市
議
会
だ
よ
り
№

１
１
５
」
を
お
届
け
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
今
回
は
３
月
定
例
市

議
会
を
報
告
し
ま
す
。
３
月
議
会

は
平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
大

き
な
内
容
で
す
。
４
頁
か
ら
５
頁

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
各

地
域
で
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
４
頁
・
５
頁
・
11
頁
・
13
頁

を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
（
藤
間
義
明
）

○
次
回
定
例
会
日
程

６
月
７
日（
金
）か
ら

６
月
21
日（
金
）ま
で
の

予
定
で
す
。

○
請
願
・
陳
情
の

　
　
　

受
付
に
つ
い
て

請
願
書
及
び
陳
情
書
の
受
付

は
、
本
会
議
初
日
の
８
日
前
の
午

前
中
ま
で
で
す
。

〔
例
〕

６
月
定
例
会
で
、
本
会
議
初
日

が
６
月
７
日
の
場
合
『
５
月
30
日

の
午
前
中
ま
で
』
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、
次
定
例

会
（
９
月
定
例
会
）
に
付
託
・
審

議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

前
回
の
議
会
便
り
№
１
１
４
に

お
い
て
写
真
の
入
れ
違
い
が
発
生

し
ま
し
た
。
原
因
は
校
正
済
み

デ
ー
タ
の
印
刷
段
階
で
写
真
デ
ー

タ
の
入
れ
違
い
で
発
生
し
た
も
の

で
し
た
。

最
終
刷
り
か
ら
各
自
治
会
へ
の

発
送
ま
で
の
短
期
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
再
点
検
の
回
数
を
印
刷
会

社
と
当
委
員
会
で
増
や
す
こ
と
で

再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

お
知
ら
せ

委
員
長　

島
田　

修
二

副
委
員
長　

横
田　

省
吾

委　

員　

多
田　

伸
治

委　

員　

藤
間　

義
明

委　

員　

山
根
兼
三
郎

委　

員　

藤
田　
　

厚

議　

長　

河
野　

正
行

☆３月議会での平成25年度当初予算の審議内容や各常任委員会の審査内容をお伝えします。
　どこの会場へお越しいただいても構いません。お気軽にご参加ください。
☆５月１日発行の市議会だより№115（本冊子）をご持参ください。

地 区 西 　 　 部 南 　 　 部 中　　　 部 東 部

会 場 都野津公民館 谷住郷公民館 和 木 公 民 館 黒 松 公 民 館

日 時
5月 18日（土）
19：00～ 20：30

5 月 18 日（土）
19：00～ 20：30

5 月 25 日（土）
19：00～ 20：30

5 月 25 日（土）
19：00～ 20：30

報告議員（予定）

茅　島　　　昇　
石　橋　孝　義　
田　中　直　文　
山　本　　　誉

横　田　省　吾
藤　間　義　明
河　野　正　行
土　井　正　人

山　根　兼三郎
森　脇　悦　朗
島　田　修　二
永　岡　静　馬

多　田　伸　治
盆子原　民　生
藤　田　　　厚
福　原　昭　平

平成25年度　江津市議会　議会報告会

～昨年11月の議会報告会のようす～

中部会場

▲

渡津交流館

▲西部会場
　跡市公民館

南部会場

▲

江津市コミュニ
ティセンター

▲東部会場
　浅利公民館

市議会だより 平成 25 年５月１日 16トピックス・編集後記


